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【
本
部
・
田
崎
遊
記
】
第
19
回

本
部
シ
ニ
ア
友
の
会
総
会
は
、
5

月
18
日
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
書
面
承
認
で
開
催

し
ま
し
た
。

方
針
提
案
で
は
、
全
世
代
参
加

型
の
組
合
活
動
を
め
ざ
し
、
組
合

運
動
と
技
術
・
技
能
の
継
承
活
動

推
進
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
一
層
明

ら
か
と
な
っ
た
社
会
保
障
の
切
り

捨
て
な
ど
、
地
域
の
諸
運
動
を
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
7
月
の

東
京
都
知
事
選
挙
や
今
後
予
想
さ

れ
る
衆
院
解
散
・
総
選
挙
を
支
部

・
分
会
・
群

で
大
い
に
語

り
、
要
求
と

結
び
付
け
取

り
組
む
こ
と

を
特
別
決
議
し
ま
し
た
。

総
会
で
、
加
藤
行
夫
さ
ん
が
会

長
を
退
任
し
、
鵜
澤
文
昭
さ
ん
が

新
た
に
任
に
つ
き
ま
し
た
。
全
ブ

ロ
ッ
ク
か
ら
選
出
さ
れ
た
本
部
役

員
は
以
下
の
皆
さ
ん
で
す
。
会
長

・
鵜
澤
文
昭（
江
東
）。
副
会
長
・
池

内
政
一（
足
立
）、新
井
進（
豊
島
）、

柄
澤
文
雄（
大
田
）、髙
橋
國
男（
渋

谷
）、市
村
政
男（
三
鷹
武
蔵
野
）、

小
山
隆
一
（
府
中
国
立
）
、
小
黒

博
行
（
日
野
）
。
事
務
局
長
・
山

岸
郭
志
（
小
平
東
村
山
）

【
狛
江
・
書
記
・
牧
岡
善
隆
記
】

狛
江
支
部
は
支
部
大
会
終
了
後
、

春
の
拡
大
に
臨
み
ま
し
た
。

今
回
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
訪
問

行
動
を
抑
制
さ
れ
た
の
で
、
主
に

電
話
か
け
と
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
を

中
心
に
し
ま
し
た
。
拡
大
が
事
業

所
メ
イ
ン
に
な
っ
て
い
る
事
も
あ

り
、ま
ず
、厚
労
省
通
達
で
取
り
や

め
に
な
っ
て
い
た
集
団
健
診
の
お

知
ら
せ
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
や
メ
ー
ル
や
電

話
で
伝
え
が
て
ら
、
拡
大
の
対
象

者
な
ど
の
話
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
地
道
な
活
動
か
ら

徐
々
に
対
象
者
も
増
え
、
こ
の
ご

時
世
で
も
新
入
社
員
を
入
れ
て
い

る
事
業
所
も
あ
り
、
成
果
が
出
て

き
ま
し
た
。
事
業
所
の
紹
介
で
持

続
化
給
付
金
な
ど
の
相
談
も
来
て

い
た
の
で
、
そ
こ
か
ら
拡
大
に
発

展
す
る
事
例
も
あ
り
ま
し
た
。

統
一
行
動
も
参
加
人
数
は
少
な

か
っ
た
で
す
が
、
常
に
声
か
け
を

し
、
労
災
加
入
、
建
設
業
許
可
申

請
、
建
退
共
な
ど
、
パ
ン
フ
を
見

た
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
連
絡

を
も
ら
っ
た
り
し
て
、例
年
通
り
、

加
入
も
増
え
、
最
終
日
に
春
の
4

％
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
年
間
目
標
に
及
ば
な
か

っ
た
の
で
夏
に
取
り
戻
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

狛江支部の青年部のメンバーはｗｅｂで拡大の
打ち合わせを行ないました

【
豊
島
・
書
記
・
川
合
正
人
通

信
員
】
春
の
月
間
は
、
こ
れ
ま
で

に
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
新
型
ウ

イ
ル
ス
感
染
と
の
闘
い
で
し
た
。

4
月
に
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ

れ
、
支
部
で
は
「
仲
間
の
命
と
健

康
を
守
る
」
こ
と
を
最
重
点
に
、

組
合
活
動
の
自
粛
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
。

そ
う
い
っ
た
状
況
の
中
で
も
支

部
・
分
会
の
役
員
が
仲
間
を
気
に

か
け
、
状
況
を
把
握
し
組
織
の
防

衛
と
な
り
、
困
っ
た
仲
間
を
置
き

去
り
に
し
な
い
、
組
合
を
最
後
の

砦
と
し
た「
相
談
活
動
」へ
シ
フ
ト

チ
ェ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
統
一
行
動

を
1
日
も
行
な
う
こ
と
が
出
来
な

か
っ
た
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
し

た
が
、
Ｈ
Ｐ
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
＠
、
ツ

イ
ッ
タ
ー
で
こ
の
間
の
コ
ロ
ナ
関

連
情
報
を
発
信
し
続
け
ま
し
た
。

組
合
員
か
ら
の
電
話
相
談
は
連

日
あ
り
、
事
業
所
か
ら
の
雇
用
調

整
助
成
金
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
、
ま
た
組
合
費
未
・
滞
納
に
関

す
る
相
談
や
群
会
議
へ
の
不
安
な

ど
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
う
し

た
相
談
活
動
が
組
合
へ
の
信
頼
に

繋
が
り
、
組
織
内
の
大
き
な
ト
ラ

ブ
ル
が
な
か
っ
た
下
支
え
も
あ

り
、
結
果
的
に
組
織
拡
大
の
成
果

に
結
び
付
き
ま
し
た
。

【
大
田
・
書
記
・
内
田
文
明
記
】

6
月
7
日
、
支
部
会
館
4
階
会
議

室
と
5
階
会
議
室
を
リ
モ
ー
ト
で

つ
な
い
で
、
大
田
支
部
第
65
回
定

期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

昨
年
12
月
の
大
会
準
備
委
員
会

発
足
時
に
は
4
月
に
開
催
す
る
予

定
で
し
た
が
、
緊
急
事
態
宣
言
の

解
除
後
、
3
密
に
な
ら
な
い
よ
う

に
参
加
代
議
員
の
縮
小
化
、
大
会

時
間
の
短
縮
な
ど
、
大
会
参
加
者

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
に
重
き
を
置
い
た
大
会
と
し
ま

し
た
。

大
会
議
案
を
討
議
し
、
21
年
度

か
ら
副
委
員
長
を
4
人
体
制
に
す

る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。ま
た
、

各
職
5
期
の
任
期
制
だ
っ
た
も
の

を
、
10
期（
10
年
連
続
で
は
な
く
、

通
算
し
て
10
期
ま
で
）
と
し
、
21

年
度
か
ら
実
施
す
る
こ
と
を
決
め

た
の
で
、
22
年
度
か
ら
副
委
員
長

4
人
、
常
任
13
人
の
役
員
体
制
を

実
施
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

そ
の
後
、
19
年
度
決
算
、
20
年
度

予
算
を
承
認
し
、
井
澤
典
一
委
員

長
を
は
じ
め
と
す
る
20
年
度
支
部

役
員
を
選
出
し
、
大
会
を
閉
会
し

ま
し
た
。

新
4
役
は
以
下
の
通
り
。
委
員

長
・
井
澤
典
一
。
副
委
員
長
・
菅

原
稔
晴
、
平
林
諭
司
、
高
橋
晃
一
。

書
記
長
・
安
藤
信
也
。
書
記
次
長

・
川
島
環
、
平
山
裕
也
、
川
本
肇
。

コ
ロ
ナ
禍
で
支
部
大
会
も
変
則
開
催
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
。
5
、
6
月
で
開
催
し
た
3
支
部
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
新
宿
・
書
記
・
角
谷
美
樹
記
】

こ
の
春
の
拡
大
月
間
は
、
77
人
の

到
達
で
、
本
部
の
年
間
到
達
目
標

6
・
5
％
と
合
わ
せ
て
、
目
標
突

破
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
春
の
拡
大
月
間
は
、
「
生

活
危
機
防
衛
、
コ
ロ
ナ
で
脱
退
す

る
仲
間
を
出
さ
な
い
様
に
、
仲
間

の
相
談
対
応
を
！
」
を
方
針
に
、

分
会
・
群
で
電
話
や
メ
ー
ル
等
で

の
声
か
け
、
仲
間
の
状
況
聞
き
取

り
、
組
合
に
相
談
を
、
と
提
起
し

ま
し
た
。
「
組
合
と
し
て
組
合
員

に
何
か
で
き
な
い
か
？
」
と
議
論

を
重
ね
、
5
月
8
日
「
新
宿
支
部

（
独
自
）
緊
急
生
活
資
金
貸
付
制

度
」
を
決
死
の
覚
悟
で
創
設
し
、

運
用
開
始
し
ま
し
た
。公
的
助
成
、

貸
付
も
紹
介
し
な
が
ら
全
組
合
員

向
け
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
を
5
月

13
日
に
発
送
し
た
と
こ
ろ
、
連
日

コ
ロ
ナ
相
談
が
あ
り
、
対
応
に
全

力
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

分
会
・
群
で
、
特
に
高
齢
の
組

合
員
・
役
員
が
、

「
人
の
つ
な
が

り
」
か
ら
断
た

れ
、
体
力
低
下

と
共
に
気
力
の

減
退
で
心
配
の

声
や
、
春
の
住

宅
デ
ー
全
部
中

止
だ
が
、
地
域

住
民
へ
何
か
で
き
な
い
か
、
と
の

声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

「
人
と
人
の
つ
な
が
り
」を
大
事

に
、
常
に
集
ま
る
・
集
め
る
こ
と

を
長
年
続
け
て
き
た
東
京
土
建
、

次
の
ス
テ
ー
ジ
で
何
が
で
き
る

か
、
仲
間
の
知
恵
と
工
夫
で
前
進

し
て
い
き
た
い
と
、相
談
中
で
す
。

2会場をリモートでつないで

【
文
京
・
書
記
・
吉
川
豊
通
信

員
】
5
月
27
日
夜
間
に
、
第
67
回

支
部
定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
大
会
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
鑑
み
、
仲

間
の
健
康
と
命
を
守
る
立
場
か

ら
、
感
染
リ
ス
ク
を
少
し
で
も
回

避
す
る
た
め
、
支
部
4
役
7
人
の

み
が
参
加
し
て
の
短
時
間
の
変
則

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

特
殊
事
情
の
中
で
も
、
で
き
る

か
ぎ
り
組
合
民
主
主
義
を
守
り
な

が
ら
の
合
意
形
成
を
図
る
た
め
、

代
議
員
に
事
前
に
大
会
資
料
一
式

を
郵
送
し
た
上
で
項
目
別
に
採
決

用
紙
に
て
賛
否
を
求
め
、
質
問
に

つ
い
て
は
書
面
で
の
提
出
を
求
め

ま
し
た
。
代
議
員
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
合
計
11
本
の
質
問
に
は
、
事
前

の
電
話
、書
面
で
の
答
弁
に
よ
り
、

ご
納
得
い
た
だ
き
ま
し
た
。

す
べ
て
の
議
事
が
承
認
さ
れ
た

後
の
役
員
改
選
で
は
新
し
い
書
記

長
と
し
て
野
本
書
記
が
選
ば
れ
、

磯
貝
委
員
長
か
ら
は
「
も
う
6
月

目
前
、今
年
は
短
期
決
戦
と
な
る
。

賃
金
引
上
げ
な
ど
初
心
に
返
っ
て

取
り
組
ん
で
い
く
」
と
の
あ
い
さ

つ
が
あ
り
ま
し
た
。

新
4
役
は
以
下
の
通
り
。
委
員

長
・
磯
貝
正
昭
。
副
委
員
長
・
奥

村
歳
久
、
大
谷
隆
司
、
伊
関
伸
二
、

菅
原
学
。
書
記
長
・
野
本
章
平
。

書
記
次
長
・
吉
川
豊
。

墨
田
は
小
島

新
委
員
長
に

【
墨
田
・
書
記
・
鈴
木
和
幸
記
】

5
月
8
日
開
催
予
定
だ
っ
た
墨
田

支
部
会
館
に
て
第
62
回
定
期
大
会

を
、
5
月
22
日
に
延
期
し
て
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

墨
田
支
部
は
今
年
度
、
浅
見
前

委
員
長
か
ら
小
島
中
執
に
委
員
長

が
代
わ
り
ま
し
た
。
小
島
委
員
長

を
先
頭
に
要
求
実
現
の
た
め
に
奮

闘
し
て
い
き
ま
す
。

新
4
役
は
以
下
の
通
り
で
す
。

委
員
長
・
小
島
明
。
副
委
員
長
・

浅
見
英
夫
、
藤
川
善
清
、
福
井
寿

英
。
書
記
長
・
出
雲
洋
行
。
書
記

次
長
・
長
妻
伸
治
、
鈴
木
和
幸
。

求

人

給
付
金
の
相
談
か
ら
加
入
も

狛江

最
終
日
に
４
％
達
成

貸
付
制
度
を
新
設

新宿

仲
間
の
知
恵
と
工
夫

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
情
報
発
信

豊島

仲
間
の
命
と
健
康
を
守
る

井澤さんが新委員長
役員体制を強化

賃
金
引
き
上
げ
等
運
動
に

文京

初
心
に
返
り
取
組
む

大
田

シ
ニ
ア
友
の
会
総
会
を
開
催

新
会
長
に
鵜
澤
さ
ん

３
支
部
で
大
会
を
行
な
う

３
支
部
で
大
会
を
行
な
う


